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論文内容要旨

 、馨春期後期における骨格型下顎前突症の顎顔面部の成長変化様相と,血中の成長関連園子であ

 る成長ホルモン(G}{),圭鵬u王短一1ikegrow磁{act破墨(亜GF-1),オステオカルシン(O

 C),procollagen一飯一pept姐e(P斑至》)との関係について検討した。

 穀象は東北大学歯学部阻属病院矯正科に来院し,健常と判断された12～15歳の日本人女子で,

 顎矯正外科治療が必要であると診断され,手術の実施時期まで成長観察下にある骨格型下顎前突

 症25名(Ciass鶏群)と,対照群として葡後的に比較的調和のとれた上・下顎関係を有するもの

 で,顎外力などによる治療を行わない成長観察例23名(Classi群)を選択した。資料として1

 年ごとに撮影された側面頭部X線規格写真,手部X線写真を用い,また同時に採取した血液を試

 料とした。

 結果は以下の通りであった。

 i.思春期後期におけるG登,1GF-1,0C,P狙Pの分泌動態,および顎顔面各部の成長

 量には,Class猟群とClass工群の間で明らかな差は認められなかった。

 2.各成長関連因子の血中濃度と顎顔面各部の大きさとは相関が認められなかった。

 3.OC,P皿Pは,αass狙群およびClass亙群ともに薗顔面高および下顎骨の成長量との間

 で有意な相関が認められた。

 以上の結果より,巳常臨床で扱う下顎前突者における成長関連因子の豊中分泌動態は,顔面骨

 格型に調和のとれた者のそれと相違がないと考えられた。また,慮中OCおよびP蟹P測定値は

 思春期後期における個体の下顎骨成長予測の有用な指標になり得るものと考えられた。
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